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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
では初めに。みなさん，QCサークルって，いったい何でしょうねぇ？
どんなものだと思いますか？
２～３人に聞く→　当たってもはずれても気にしない。
「あぁ，そうですかぁ」で対応　
じゃあ，このQCサークルは，どこの国で生まれたと思いますか？
QCって英語みたいだから，アメリカかな？　イギリスかな？　それともパキスタンかな？
２～３人に聞く→　当たってもはずれても気にしない。
「あぁ，そうですかぁ」で対応●　
いろいろ出ますねぇ。じゃあこれから何が正解か？QCサークルがどのようにして生まれたかも合わせて調べてみましょう！●
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そんなものづくりが続いていた日本に，1950年に大量生産で世界的に群をぬいていたアメリカからSQCという，統計的品質管理の手法が到来しました。●

このSQCとは，品質のばらつきを数量的に表わしたり，比較したりして，その表わした数字をもとに，不良を出さない，対策をとって良品を作り出すように管理することをいいます。

このSQCとは，お客様が満足していただける製品の合格範囲・規格から，自分たちの作った製品がどれくらいはずれているかというばらつき具合を，感触ではなく，はっきりと数字で表わし，その数字を元に，分けたり比較しながら，何が原因でこれだけばらつくのかを調べ，対策し管理していく手法をいいます。●


.

1.1 QCH—VIiEENDEE?2

QCH—2IViEAE(S, 1962, 1950FF7AYAMSTI 9
B1HSQCwstmaasr)Z HARICIFEIAATHS12F

REEREMEd SIRNGL) ! OF
WRXE Al 8§ fuRH RN

BiEZTININ—T%DKY)

MRIZEQC EETuMIEL T,

QCHREIZEDH LS EIRIE
TNIN—T %

. QCH—=II LMt



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
1950年代の終わりから1960年代のはじめにかけて、
当時の日本の産業界は、戦後の混迷期を脱して、よう
やく安定成長への道を歩みだしていました。
　天然資源に乏しく、原燃料や食料は輸入に頼らざる
を得ず、生活物資は著しく不足していたわが国が、戦
後の復興を果たすためには国内の需要を満たし、国内
で作った製品を世界中に輸出して、外貨を獲得しなけ
ればなりませんでした。また、高い技術力と生産力に
よって、顧客に受け入れられる商品を市場に提供して、
業績を伸ばしていくことが求められていました。さら
に、品質の良いものをより安く、大量に作ることが急
務であり、そこで、ものづくりや生産性の向上を考え
る上で、工場・事業所では工程での不良品や不具合を
いかになくしていくかということが大きな課題となっ
ていました。そのためには、ものづくりに携わる職場
第一線で働く人々の能力をもっと高め、良い製品づく
りに反映するため、職場第一線の方々に勉強する機会
をつくり、やる気のある人たちの力をさらに引き出し
ていくことが必要でした。
・このような時代背景のなかで、当時の部課長向けの
雑誌『品質管理』誌（前『クオリティマネジメント』
誌）において、職場の職・組長さんたちから意見を聞
く座談会がもたれました。職場の職・組長さん方の考
えていること、職場での悩み、苦労していることなど
を聞いて、誌面に掲載したいという企画が持ち上がり、
1961年7月31日に座談会が実現しました。
（※座談会の内容は、1961年9月号『品質管理』誌に
「現場長をめぐるいろいろな問題」と題して掲載）
　座談会の中で、最も重要な意見が２つありました。
その一つは「部課長・スタッフには『品質管理』誌と
いう雑誌があるけれども私たち向けの雑誌はない。第
一線職場のわれわれにも気やすく読めて、QCの勉強
もできて、新鮮な情報を提供してくれるような雑誌を
作って欲しい」ということ。もう一つは「われわれも
品質意識、問題意識、改善意識をもっているので、意
見や考えを出す場を設けてほしい」という意見です。
　これを受けて、『品質管理』誌の編集委員会では、
職場第一線の方々が気やすく読めるような『品質管理』
誌の姉妹誌を発行することになりました。それが『現
場とQC』誌です。
　『現場とQC』誌（その後、『FQC』誌、現『QCサー
クル』誌と改称）が発行されたのが、座談会から9ヶ
月後の1962年（昭和37年）の4月に第1号が、季刊と
して発行されました。
　『現場とQC』誌の第1号の「発刊に当って」として、
当時の編集委員長、故石川　馨先生が『この雑誌で
は、実際に製品を作っている職場の方々が、品質に責
任を持って品質を保証しようということから、職場の
方々に親しんで読んでいただき、品質管理のセンスを
もってもらおう、勉強してもらおう、というような誌
面作りをめざしました。そのために、職場で親しんで
読めるように判を小型にして、活字も大きくするなど
の工夫がなされました。値段も当時は送料を含めて年
４冊で600円、たばこの「いこい」12個分としました。』
と記されています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
QCサークルとは，第一線の職場で働く人々が，継続的に製品・サービス・仕事などの質の管理・改善を行う小グループである。●

元々は品質管理から始まったのですが，今では品質管理にとどまらず，仕事の「質」を高める活動も含めていうのですね。●
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
   まず､１番目の「人間の能力を発揮し､無限の可能性を引き出す」について説明します｡氷山の絵ですが
人は各々異なった能力を持ち、みな豊かな能力に恵まれています。表面に出ている能力は小さく、隠れた「潜在能力」は数倍またはそれ以上と言われています。
誰もが、自分のもっている能力を発揮したいという 欲求、能力を向上させたいという欲求をもっています｡
 ＱＣサークルメンバーは､活動を通じて、相互にコミュニケーションを取り、お互いに刺激しあい､ともに勉強することにより、能力はさらに向上します｡ 
ＱＣサークル活動は､人間の能力 を発揮し､無限の可能性を引き出す､適切な場となっています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
  次に､２番目の「人間性を尊重して､生きがいのある明るい職場をつくる」について説明します｡   ここでいう人間性とは､人間らしさのことであり､「自主性」  と  「考える」 「創造性」）いう２つを強調しています｡　  ＱＣサークル活動はこのコマの絵のように、リーダ・メンバー・上司スタッフによりまわされます。
コマの芯・軸は「自主性」と「考える」から構成されています。
　「自主性」　とは、他から指図を受けないで自ら考えて行動することであり 、そのエネルギー源は､「動機」「行動」「評価」のサイクルで､これが次々と回ることにより､ますます増幅されます｡　もう一つの　「考える」とは、「自分の考えで新しく創り出す」ということです。よく考えて、創意工夫しながらＱＣサークル活動を進めることは、生きがいのある明るい職場を実現することにつながっていきます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
  ３番目は「企業の体質改善・発展に寄与する」です｡
  企業の経営目的には､大きく分けて「お客様満足の向上」  「その企業で働く人びとやその企業に関連する人たちへの貢献」 、および「社会に対する貢献」の３つがあります｡  企業の体質は､このような経営目的を達成するための企業の能力と考えることができます。
 企業は技術・製造・営業・サービス等といった多くの部門で成り立っており、全部門の従業員がＱＣサークル活動を推進するこ とで、より大きく企業が発展していくというイメージを表しています。 
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